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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
可変速度で駆動される３相のジェネレータ（１０）を３相（Ｒ、Ｓ、Ｔ）の電力供給網と
接続するための回路装置において、この回路装置が、ジェネレータ（１０）から電力供給
網へのエネルギー流のためには、ジェネレータ側のダイオード・整流器（２０）と、ジェ
ネレータ側の昇圧変換器（２０との組み合わせによる１１）と、直列接続された２つのコ
ンデンサグループ（４１０、４２０）から形成されている中間回路（４０）と、供給網側
のインバータ（３０）とから成り、並びに、エネルギー蓄積部（９０）又は電力供給網（
Ｒ、Ｓ、Ｔ）からジェネレータ（１０）へのエネルギー流のためには、供給網側のダイオ
ード・整流器（３０）と、供給網側の昇圧変換器（３０との組み合わせによる５０）と、
直列接続された２つのコンデンサグループ（４１０、４２０）から形成されている中間回
路（４０）と、ジェネレータ側のインバータ（２０）とから成り、ダイオード・整流器と
昇圧変換器とインバータが、それぞれ３つのジェネレータ側のインダクタ（１１）と、そ
れぞれ３つの供給網側のインダクタ（５０１、５０２、５０３）と、トランジスタ（２１
１～２１６、３１１～３１６）及びダイオード（２０１～２０６、３０１～３０６）から
成るジェネレータ側及び供給網側のインバータ自体と、ジェネレータの中性点並びにコン
デンサグループ（４１０、４２０）の直列接続の中心点と接続されている供給網中性線Ｎ
とから形成されること、エネルギー蓄積部（９０）によってジェネレータ（１０）を給電
するために、供給網側のインバータ（３０）の出力部を電力供給網（Ｒ、Ｓ、Ｔ）或いは
エネルギー蓄積部（９０）から交互に切り離すために２つのスイッチグループ（９１、９



(2) JP 4221207 B2 2009.2.12

10

20

30

40

50

２）が設けられていること、及び、スイッチ（９２）を用いて電力供給網（Ｒ、Ｓ、Ｔ）
から供給網側のインバータ（３０）を切り離し、スイッチ（９１）を用いて供給網側のイ
ンバータ（３０）とエネルギー蓄積部（９０）を接続する場合、エネルギー蓄積部（９０
）が回路装置により充電されることを特徴とする回路装置。
【請求項２】
インバータ（２０、３０）が、半導体スイッチ、好ましくは、逆並列接続されたフライホ
イールダイオード（２０１～２０６、３０１～３０６）を有する並列接続されたＩＧＢＴ
（絶縁ゲートバイポーラトランジスタ）（２１１～２１６、３１１～３１６）から形成さ
れることを特徴とする、請求項１に記載の回路装置。
【請求項３】
ジェネレータ側のインダクタ（１１）が、ジェネレータ（１０）の内部インダクタ又は追
加的な外部インダクタにより形成されることを特徴とする、請求項１に記載の回路装置。
【請求項４】
ジェネレータ（１０）の３相が星型結線で配線されていることを特徴とする、請求項１に
記載の回路装置。
【請求項５】
ジェネレータ（１０）が、永久励磁式同期ジェネレータ又は他励磁式同期ジェネレータ又
は非同期ジェネレータであることを特徴とする、請求項１に記載の回路装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電力供給網内に給電するために小電力（１０ｋＶＡから５ＭＶＡ）の発電機を
用いて３相交流を生成するための回路装置に関する。小電力の発電機は、動力・熱・連結
部を有するものもそうであるが分散型エネルギー供給ユニットとして、非常電流集合体と
して、電力供給網内における要求ピークを均一化するための分散型集合体として、又は、
公的な電力供給網へのアクセスを伴わない所定領域内の電力供給部に特に適している。
【０００２】
【従来の技術】
小電力又は中電力のこの種の発電機は、例えば、ガスタービン、統合されたガスタービン
を有する燃料電池、バイオガスモータ、又は、ディーゼルモータをにより駆動される。こ
れらの発電機の長所は、その電力の可変出力にある。これらの発電機は、ジェネレータの
駆動装置がそれらの電力に調整されることにより、実際の需要に依存して調整される。そ
れにより、電気エネルギーを生成するために必要とされるエネルギー量だけが消費される
。
【０００３】
風力発電装置は、同様に、可変の電力出力を伴う発電機である。この場合、例えばロータ
ブレードの設定角度のような制御可能な値、並びに風速度のような制御不能な値が出力電
力のパラメータを形成する。
【０００４】
しかし、この場合、ジェネレータによって生成された電力が、その電圧においてもその周
波数においても、出力側の電力供給網によって要求されているものに通常は対応しないと
いう短所がある。このことは、制御が要求に依存する場合には特に問題である。小電力の
発電機のための前記駆動部の多くは、比較的大きな速度で作動し、それにより、変速装置
を用いずに配設されているジェネレータではキロヘルツ領域の周波数を生成することにな
る。それに対し、５０Ｈｚ又は６０Ｈｚの電力供給網の要求が存在する。様々な要求に対
して特に経済的に且つ動的に適合させることは、永久励磁式同期ジェネレータの場合、出
力電流において変化する電圧を生じさせる。他励磁式同期ジェネレータタイプの場合、電
圧はジェネレータの励磁電流を介して適合され得るが、これはジェネレータの効率を減少
させてしまう。様々なパワーエレクトロニクス回路装置が知られているが、これらの回路
装置は、コンバータとして、電気的な値の適合に関する課題を引き起こす。
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【０００５】
更に、発電機を、電力供給網からのエネルギーを用いて、又は電力供給網が無い場合には
外部のエネルギー蓄積部からのエネルギーを用いて始動することが必要であり得る。この
エネルギー蓄積部を引き続いて充電することは有意義である。
【０００６】
【特許文献１】
米国特許第6020713号明細書から、永久励磁式ジェネレータ又は他励磁式ジェネレータの
ための回路装置が知られていて、そこでは、ジェネレータ出力電圧が２つのダイオード・
整流器を用いて中間回路直流電圧に変換される。この中間回路直流電圧から出力・インバ
ータを用いて出力電圧が生成され、この出力電圧は、変圧器を介し、電力供給網によって
要求される電圧に適合される。それにより、３８０Ｖ、４００Ｖ、４４０Ｖ、４８０Ｖ、
又は５００Ｖ、及び、５０Ｈｚ又は６０Ｈｚを有する３相出力電圧が生成され得る。同様
に３相供給網には中性線が提供されなくてはならない。この回路装置の短所は、最大出力
電力のためにサイズ決定されている変圧器が出力側に必要であるということであり、短所
となる理由は、この変圧器が発電機を高価なものとし、スペース要求を増加させてしまう
ためである。
【０００７】
米国特許第6020713号明細書によるこの回路装置は、出力部における変圧器を伴わずに同
様に使用することはできるが、その際には出力電圧の最大値がジェネレータ電圧によって
制限されることになる。この場合、前述の回路装置には、発電機の始動プロセスが簡単な
手段を用いては可能でないという短所がある。
【０００８】
同様に米国特許第6020713号明細書は、中性線を能動制御するために第４のハーフブリッ
ジを有する回路装置を紹介しているが、これも上記の短所を有する。
【０００９】
【特許文献２】
米国特許第6020713号明細書並びに米国特許第6093975号明細書では、同様に、発電機稼動
時にジェネレータを駆動するガスタービンのためのスタータとしてこのジェネレータを使
用する回路装置が紹介されている。そのために、補助整流器がスイッチグループを用いて
電力供給網と接続されていて、同時にジェネレータがスイッチグループを介してインバー
タの出力部と接続されていて、他のスイッチグループを介してインバータの出力部が電力
供給網と切り離されている。この補助整流器は電力供給網から中間回路を給電する。後続
して割り当てられているインバータはジェネレータを駆動し、このジェネレータはモータ
として作動し、ガスタービンを始動する。米国特許第6093975号明細書では補助回路装置
が設けられていて、それによりガスタービンの始動のためのエネルギーが、エネルギー蓄
積部、例えばバッテリから取り出される。そのために、外部の昇圧変換器（ブーストコン
バータ）を用いてバッテリ電圧が高められ、それにより中間回路が充電される。それによ
り、インバータの後に接続されているジェネレータがバッテリを用いてガスタービンを始
動し得る。
【００１０】
これらの双方の回路装置において、外部の変圧器を用いた解決策では、この変圧器が前記
の周知の短所を含んでいて、この変圧器を用いない解決策では、最大出力電圧が直接的に
ジェネレータ電圧に連結されているという短所がある。更に、始動プロセスのためには機
械的な３つのスイッチグループが必要であり、或いは、バッテリを用いた始動のためには
他の補助回路を設ける必要があるということは短所として挙げられる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、出来るだけ少数の素子を用いた回路装置を提供することであり、この回
路装置は、機械又は風車により駆動され且つ可変回転数で回転するジェネレータを３相の
５０Ｈｚ又は６０Ｈｚの電力供給網と次のように接続する。即ち、この電力供給網がジェ



(4) JP 4221207 B2 2009.2.12

10

20

30

40

50

ネレータ回転数又はジェネレータ電圧に依存せず、高効率で給電され、非対称で負荷され
得て、中間に接続される変圧器を用いず直接的に回路装置に結び付けられていて、更に、
ジェネレータが同様にこのジェネレータを駆動する機械の始動プロセスのために用いられ
得て、この際、始動エネルギーが電力供給網又は外部のエネルギー蓄積部から取り出され
るようにである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
この課題は、本発明に従い、請求項１に記載した回路装置によって解決され、有利な構成
は、従属項に掲げられている。
【００１３】
本発明による回路装置は、２つの３相インバータの対称装置、直列接続されているコンデ
ンサグループから成る中間回路、ジェネレータに後続して配置されているインダクタ、及
び、中性線から成り、この中性線は、一方では３相に割り当てられているジェネレータの
巻線の星型結線と、他方では直列接続されているコンデンサグループの中心点と接続され
ている。
【００１４】
回路装置の通常稼動時において、ジェネレータから電力供給網にエネルギーが流れる場合
で、且つ、中間回路電圧を生成する整流の後に、後続して接続されているインバータを用
いて直接的に電力供給網を給電するためにジェネレータ電圧が十分に高い場合、ジェネレ
ータ側のインバータのフライホイールダイオードがダイオード・入力・整流器として機能
する。このダイオード・入力・整流器は、ジェネレータの交流電圧から中間回路直流電圧
を生成し、この中間回路直流電圧は、供給網側のインバータにおいて、対応的な供給網周
波数を有する所望の供給網電圧に変換され、チョークを介して電力供給網に直接的に即ち
変圧器を用いずに供給される。
【００１５】
同じエネルギーの流れで、例えばエネルギー要求が僅かであること及びそれと同時にジェ
ネレータ回転数が小さいことに起因し、上述の定義に従いジェネレータ電圧が小さすぎる
場合、ジェネレータ側のインバータはジェネレータ側のチョークと共に昇圧変換器として
機能する。従って、中間回路は必要とされる電圧に充電され、供給網側のインバータは、
この直流電圧を、対応的な供給網周波数を有する所望の供給網電圧に変換し、この変換さ
れた電圧が更にチョークを介して電力供給網に直接的に供給される。
【００１６】
スタータ稼動時、即ちジェネレータに電流が流れる場合であって、この電流の流れにより
ジェネレータがモータとして稼動され、それによりジェネレータが実際の駆動部（例えば
ガスタービン）を始動するために用いられる場合、同様に２つのケースが区別される。
【００１７】
電力供給網から給電されるスタータ稼動時、供給網側のインバータのフリーホイールダイ
オードはダイオード・入力ブリッジとして機能する。このダイオード・入力ブリッジは、
供給網電圧から中間回路直流電圧を生成する。この中間回路直流電圧は、ジェネレータ側
のインバータにより、現在モータとして作動するジェネレータを駆動するために変換され
る。
【００１８】
始動のために電力供給網から電圧が提供されない場合、エネルギー蓄積部が次のように回
路装置に接続される。即ち、供給網側のインバータがスイッチグループを用いて電力供給
網から切り離され、エネルギー蓄積部が他のスイッチグループを用いて供給網側のインバ
ータの２つ又は３つの出力部と接続されるようにである。エネルギー蓄積部からの給電に
よるスタータ稼動時には、供給網側のインバータが電力供給網から切り離され、エネルギ
ー蓄積部と接続される。典型的なエネルギー蓄積部は、モータとしてジェネレータを稼動
するために必要であるよりも小さい電圧を有するので、供給網側のインバータは供給網側
のチョークと共に昇圧変換器として機能し、それにより、ジェネレータがジェネレータ側
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のインバータを用いてスタータモータとして稼動され得るように、要求される電圧を中間
回路において生成する。
【００１９】
【発明の実施の形態】
次に、図１から図５に基づき、本発明の思想の特有な形態を詳細に説明する。
【００２０】
図１には、変圧器を使用してジェネレータから電力供給網内にエネルギーを流すための従
来技術による回路装置が示されていて、この回路装置において中性線は用いられていない
。ここでは、ジェネレータ（１０）の３相がブリッジ整流器（２１）を用いて整流され、
中間回路（４１）においてコンデンサに中間蓄積される。この直流電圧からインバータ（
３０）が正弦波交流電圧を生成する。供給網に対して電圧を適合させるために変圧器（６
０）が必要不可欠である。この回路設計において、ジェネレータの可変回転数とそれによ
るジェネレータの可変出力電圧を補整することは可能であるが、この補整は極めて不十分
であるという短所がある。この種の回路装置は、一定の回転数で駆動されるジェネレータ
に極めて良好に適している。
【００２１】
図２には、昇圧変換器（ブーストコンバータ）を使用してジェネレータから電力供給網内
にエネルギーを流すための従来技術による回路装置が示されていて、この回路装置では中
性線電位（Ｎ）が能動生成される。ここでは、図１による回路装置に対し、出力電圧の適
合が変圧器を用いて実施されるのではなく、電圧は、既にブリッジ整流器（２１）に引き
続き、昇圧変換器（７０）を用いて中間回路電圧へと中間回路電圧の必要値に高められる
。ここで、昇圧変換器（７０）は、コイル（７１）と、ダイオード（７２）と、スイッチ
（７３）、ここでは逆並列接続されたダイオードを有するＩＧＢＴとから成る。中間回路
（４１）内の電圧は、周知の方式で、インバータ（３０）の所望の出力電圧（供給網電圧
）に調整される。インバータ（３０）の出力部は、各々チョーク（５０）を介して電力供
給網と接続されている。供給網中性線（Ｎ）は、他のハーフブリッジ回路（８０）により
能動的に使用可能とされている。
【００２２】
図３には、２つの昇圧変換器を使用してジェネレータから電力供給網内にエネルギーを流
すための従来技術による回路装置が示されていて、この回路装置では中性線の電位が能動
制御される。図２に関して既述した電圧上昇は、ここでは２つの昇圧変換器（７４、７５
）を用いて実施される。生成された中間回路電圧は、直列接続されている中間回路（４０
）のコンデンサ（４１０、４２０）に蓄積される。これらのフレキシブル昇圧変換器（７
４、７５）は、中性線電位を能動制御するための追加的なハーフブリッジ回路（８０）の
排除を可能にする。このために、供給網中性線は中間回路コンデンサ（４１０、４２０）
の直列回路の中心点並びにジェネレータ（１０）と接続される。
【００２３】
図４には、ジェネレータ（１０）をエネルギー蓄積部（９０）から給電してモータとして
稼動する可能性を有する図１による回路装置が示されている。そのために、コイル（９０
１）と、ダイオード（９０２）と、スイッチ（９０３）とから成る昇圧変換器（９００）
が中間回路（４１）に接続されている。始動段階中、インバータ（３０）の出力部はスイ
ッチ（９２）を用いて電力供給網から切り離されている。更に、インバータ（３０）の出
力部をスイッチ（９３）を用いてジェネレータ（モータ）（１０）と接続すること、並び
に、ジェネレータ（１０）をスイッチ（９４）を用いてブリッジ整流器（２１）の入力部
から切り離すことが必要である。
【００２４】
図５には、本発明による回路装置の構成が示されていて、ここでは、ジェネレータとして
永久励磁式３相ジェネレータが使用され、このジェネレータは、その回転数に依存して、
変化する周波数を有する変化する電圧を生成する。永久励磁式ジェネレータは、それらが
簡単に構成されていて、全ての稼動状態、即ち様々な回転数において極めて高い効率を達
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成するという長所を有する。回転数に対する出力電圧の依存性は以下の式で表される：
【００２５】
【数１】
Ｕｇｅｎｉ＝ｋ・Φ・ｎ
【００２６】
ここで、ｎは回転数、ｋは定数、Φはジェネレータ内の磁束、ｉは１…３である。
【００２７】
ジェネレータ巻線は星型結線で接続されていて、中性線Ｎが同様に導き出されている。
【００２８】
電圧Ｕｇｅｎ１、Ｕｇｅｎ２、Ｕｇｅｎ３は、３つのインダクタ（インダクタンスコイル
、１１１～１１３）を介してジェネレータ側のインバータ（２０）と接続されていて、こ
の際、それらのインダクタ（１１１～１１３）はジェネレータ（１０）の内部インダクタ
であり得る。これらのインダクタが各々のジェネレータにおいて小さすぎるものと示され
る場合には、追加的に外部のチョークが使用される。インバータ（２０）の方は、パワー
スイッチとしてのＩＧＢＴ（２１１～２１６）及びそれらに各々逆並列接続されているフ
リーホイールダイオード（２０１～２０６）を有する３相ブリッジ装置から構成されてい
る。
【００２９】
中間回路（４０）は、直列に接続されている２つのコンデンサ（４１０、４２０）又は対
応的なコンデンサグループによって形成される。この直列回路の中心点は中性線Ｎと接続
されている。
【００３０】
中間回路（４０）の後には供給網側のインバータ（３０）が接続されていて、このインバ
ータ（３０）の方は、相（トポロジー）的にジェネレータ側のものと同一であり、それに
より、同様に、逆並列接続されているフライホイールダイオード（３０１～３０６）を有
するＩＧＢＴ（３１１～３１６）から構成されている。各相（Ｒ、Ｓ、Ｔ）のための３つ
の出力部の後には３つのチョーク（チョークコイル、５０）が接続されている。
【００３１】
発電機の始動を電力供給網からの供給を伴わなくても可能とするために、エネルギー蓄積
部（９０）が次のように接続されている。即ち、２つのスイッチグループを用い、供給網
側のインバータ（３０）の出力部（Ｒ、Ｓ、Ｔ）がスイッチグループ（９２）を介して電
力供給網と接続されているか、又は、供給網側のインバータ（３０）の出力部（Ｓ、Ｔ）
がスイッチグループ（９１）を介してエネルギー蓄積部（９０）と接続されているように
である。エネルギー蓄積部の破壊を防止するために、常に両方のスイッチグループ（９１
、９２）の１つだけが閉じられていることが可能である。
【００３２】
回路装置のためには、後に説明する以下の稼動状態が可能である：
１．電力供給網から給電されるスタータ稼動
２．エネルギー蓄積部から給電されるスタータ稼動
３．供給網電圧と比べてほぼファクタ１.４だけ大きい出力電圧を有する発電機稼動
４．供給網電圧のほぼ１.４倍よりも小さいジェネレータの出力電圧を有する発電機稼動
【００３３】
１．電力供給網から給電されるスタータ稼動について：
スイッチグループ（９２）のスイッチは閉じている。供給網電流の３相は、供給網側のイ
ンバータ（３０）のダイオード（３０１～３０６）を介して中間回路コンデンサ（４１０
、４２０）を充電する。パワースイッチ（３１１～３１６）の適切なスイッチングにより
、中間回路電圧は所望値に維持される。ジェネレータ側のインバータ（２０）は、ジェネ
レータ（１０）がモータとして稼動されるように駆動される。この際、モータは、発電機
の実際の駆動部、例えばバイオガスモータ又はガスタービンを動かす。この駆動部が始動
された後、回路装置は発電機稼動（以下の３項及び４項を参照）で稼動される。
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【００３４】
２．エネルギー蓄積部から給電されるスタータ稼動について：
始動プロセスのためのエネルギー源として、エネルギー蓄積部、例えばアキュムレータが
使用される。スイッチグループ（９２）のスイッチは開いていて、それに対してスイッチ
グループ（９１）のスイッチは閉じている。この際、電流はエネルギー蓄積部から供給網
側のインバータ（３０）内に流れる。パワースイッチ（３１２、３１４）は、パルス稼動
において、以下の式が満たされているように駆動される：
【００３５】
【数２】
ＵＺＷ＝Ｕｂａｔｔ・Ｔｅｉｎ／（Ｔ－Ｔｅｉｎ）
【００３６】
ここで、Ｔはスイッチングの周期、Ｔｅｉｎはスイッチオン期間、ＵＺＷは中間回路の電
圧（目標）、Ｕｂａｔｔはエネルギー蓄積部の電圧である。
【００３７】
時間空間Ｔｅｉｎのために、エネルギー蓄積部（９０）は、チョーク（５０３）、パワー
スイッチ（３１２）、ダイオード（３０４）、チョーク（５０２）を介して短絡されてい
る。この際、バッテリからの電流の流れは、チョーク（５０２及び５０３）のインダクタ
ンスに依存して増加する。パワースイッチ（３１２）のスイッチオフ後、電流はダイオー
ド（３０１、３０４）を介して中間回路内に流れる。ここで供給網側のインバータ（３０
）は、中間回路（４０）を充電するために昇圧変換器として使用される。それに対し、ジ
ェネレータ側のインバータ（２０）は、ジェネレータ（１０）がモータとして稼動される
ように駆動される。この際、モータは発電機の実際の駆動部を動かす。駆動部が始動され
た後、スイッチグループ（９１）のスイッチは開かれ、スイッチグループ（９２）のスイ
ッチが閉じられ、回路装置が発電機稼動で稼動される。
【００３８】
３．供給網電圧と比べてほぼファクタ１.４だけ大きい出力電圧を有する発電機稼動につ
いて：
この場合、ジェネレータ（１０）は次のような電圧を生成する。即ち、整流の後にジェネ
レータ側のインバータ（２０）のダイオード（２０１～２０６）により中間回路（４０）
を次のように充電するために十分な電圧である。即ち、供給網側のインバータ（３０）に
より生成される３相交流電圧が電力供給網内に電流を供給するために十分に大きいように
である。
【００３９】
４．供給網電圧のほぼ１.４倍よりも小さいジェネレータの出力電圧を有する発電機稼動
について：
この稼動状態では、中間回路（４０）内で必要な電圧を維持するために、ジェネレータ（
１０）により生成される電圧が昇圧変換器を用いて高められる。このために、それぞれの
ジェネレータ出力電圧に対し、インダクタ並びにそれに割り当てられているジェネレータ
側のインバータのハーフブリッジが使用される。電圧Ｕｇｅｎ１のためには、インダクタ
（１１１）、パワースイッチ（２１１、２１２）並びにダイオード（２０１、２０２）が
使用され、電圧Ｕｇｅｎ２と電圧Ｕｇｅｎ３のためには、対応して、インダクタ（１１２
或いは１１３）、パワースイッチ（２１３、２１４或いは２１５、２１６）及びダイオー
ド（２０３、２０４或いは２０５、２０６）が使用される。
【００４０】
例として、位相Ｕｇｅｎ１を詳細に説明する。中間回路の目標電圧の１／２よりも小さい
電圧がコンデンサ（４１０）に印加される場合、Ｕｇｅｎ１が正の半波である間、パワー
スイッチ（２１２）がスイッチオンされる。それにより、インダクタ（１１１）、パワー
スイッチ（２１２）及びコンデンサ（４２０）を介してＵｇｅｎ１の短絡が発生する。パ
ワースイッチ（２１２）のスイッチオフ後、コンデンサ（４１０）は、電圧Ｕｇｅｎ１に
より、インダクタ（１１１）内に蓄積されたエネルギーにより、ダイオード（２０１）を
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介して充電される。この際、インダクタ（１１１）内にエネルギーが蓄積されていること
が利用される。負の半波の場合には、コンデンサ（４１０）は、対応する方式で、パワー
スイッチ（２１１）及びダイオード（２０２）を介して充電される。従って、２つの昇圧
変換器の作用方式が得られる。
【００４１】
他の両方の位相Ｕｇｅｎ２及びＵｇｅｎ３は、対応する方式で、中間回路（４０）を充電
するために寄与する。説明した昇圧変換器の作用方式により、中間回路（４０）内の電圧
は、電圧の半分が各々コンデンサ（４１０）或いはコンデンサ（４２０）上に割り当てら
れるように制御される。両方のコンデンサ間の中心点に中性線が接続されているので、中
性線の電位は、常に確実に中間回路電圧の中間に位置する。
【００４２】
このことは、ジェネレータの出力電圧が僅かな場合でも必要な中間回路電圧が印加すると
いう長所を有するばかりか、供給網側のインバータの出力相（Ｒ、Ｓ、Ｔ）の負荷が非対
称の場合にも相電圧の変動が生じないという長所を有する。
【００４３】
本発明による回路装置の上記の機能方式に基づき、この回路装置は、回路技術的な変更を
伴うことなく、様々な電圧と周波数、例えば、３８０Ｖ、４００Ｖ、４４０Ｖ、４８０Ｖ
、又は５００Ｖ、及び、５０Ｈｚ又は６０Ｈｚを有する電力供給網に適合され得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来技術による回路装置であって、変圧器を使用してジェネレータから電力供給
網内にエネルギーを流すための、中性線を伴わない回路装置を示す図である。
【図２】従来技術による回路装置であって、昇圧変換器を使用してジェネレータから電力
供給網内にエネルギーを流すための、中性線電位が能動生成される回路装置を示す図であ
る。
【図３】従来技術による回路装置であって、２つの昇圧変換器を使用してジェネレータか
ら電力供給網内にエネルギーを流すための、中性線の電位が能動制御される回路装置を示
す図である。
【図４】従来技術による回路装置であって、ジェネレータをエネルギー蓄積部から給電し
てモータとして可動する可能性を有する図１による回路装置を示す図である。
【図５】本発明による回路装置の構成を示す図であり、この回路装置は、図２から図４に
よる回路装置の全ての機能方式を提供する。
【符号の説明】
１０　　　　　　ジェネレータ
１１１～１１３　インダクタ（インダクタンスコイル）
２０　　　　　　インバータ
２１　　　　　　ブリッジ整流器
２０１～２０６　フリーホイールダイオード
２１１～２１６　パワースイッチ（ＩＧＢＴ）
３０　　　　　　インバータ
３０１～３０６　フリーホイールダイオード
３１１～３１６　パワースイッチ（ＩＧＢＴ）
４０、４１　　　中間回路
４１０、４２０　コンデンサ
５０　　　　　　チョーク（チョークコイル）
５０１～５０３　チョーク（チョークコイル）
６０　　　　　　変圧器
７０　　　　　　昇圧変換器
７１　　　　　　コイル
７２　　　　　　ダイオード
７３　　　　　　スイッチ
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７４、７５　　　昇圧器
８０　　　　　　ハーフブリッジ回路
９０　　　　　　エネルギー蓄積部
９１～９４　　　スイッチ（スイッチグループ）
９００　　　　　昇圧変換器
９０１　　　　　コイル
９０２　　　　　ダイオード
９０３　　　　　スイッチ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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